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平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、

３
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
所
管
の
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
間
に
わ

た
る
委
員
会
で
の
審
査
の
結
果
、
各
議
案
は
す

べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

　◆
総
務
経
済
常
任
委
員
会

　�

　
平
塚
市
庁
舎
・
平
塚
税
務
署
新
築
工
事
の
工

事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
な
ど
14
議
案
と
「
神

奈
川
県
に
対
し
公
契
約
条
例
を
制
定
す
る
よ
う

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
」
を
審
査
し
ま

し
た
。

　◆
環
境
厚
生
常
任
委
員
会

　�

　「
平
塚
市
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」や「
平
成
26
年
度
平
塚
市
病
院
事

業
会
計
予
算
」な
ど
６
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

　◆
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　�

　「
平
塚
市
社
会
教
育
委
員
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
2
議
案
を
審
査

し
ま
し
た
。

　◆
都
市
建
設
常
任
委
員
会

　�

　「
平
塚
市
風
致
地
区
条
例
」
や
「
平
塚
市
営

住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
８

議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。�

　
※�

本
会
議
や
委
員
会
で
の
質
疑
・
答
弁
は
、５
月

下
旬
に
発
行
す
る
会
議
録
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

常 任 委 員 会 の 審 査 概 要

　
湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
「
平
成

26
年
度
平
塚
市
一
般
会
計
予

算
」
に
対
し
、
意
見
、
要
望
を

付
し
賛
成
を
す
る
。

　
落
合
市
長
に
と
っ
て
、
平
成

26
年
度
は
１
期
４
年
の
仕
上
げ

の
年
に
な
る
。施
政
方
針
で
は
、

「
平
塚
市
が
大
き
く
発
展
す
る

た
め
の
好
機
を
逸
す
る
こ
と
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
述

べ
て
お
り
、
期
待
し
て
い
る
。

　
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
の
整
備
で

は
、
４
億
８
千
万
円
余
の
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
事
業
の

着
実
な
推
進
を
図
る
に
は
、
地

権
者
の
合
意
形
成
が
第
一
で
あ

る
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
と

こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、

庁
内
の
体
制
を
整
え
、
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
、
丁
寧
に
説
明

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
市
民
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
診
断

で
は
、
見
附
台
周
辺
地
区
整
備

事
業
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
中
で
今
後
の
展
開
が
心
配
だ

が
、
ま
ず
は
耐
震
診
断
を
し
っ

か
り
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
平
塚
市
が
「
子
育
て
世
代
」

の
方
々
に
選
ば
れ
、
住
ん
で
い

た
だ
く
た
め
に
は
、
待
機
児
童

対
策
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

総
合
的
な
施
策
の
展
開
が
必
要

で
あ
る
。
早
速
、
市
長
を
本
部

長
と
し
た
「
待
機
児
童
対
策
本

推
進
事
業
で
は
、
さ
が
み
縦
貫

道
路
の
開
通
に
向
け
、
沿
線
市

町
に
お
け
る
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
で
都
市
間
競
争
が
に
わ
か
に

激
化
し
て
い
く
中
で
、
し
た
た

か
に
生
き
残
れ
る
よ
う
、
ま
ち

づ
く
り
構
想
を
見
直
し
、
具
体

的
に
示
す
べ
き
と
考
え
る
。
平

塚
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
具
体
的
に
進
ん
で
い
な

い
こ
と
か
ら
、
庁
内
で
緊
密
な

　
県
の
補
助
金
が
一
部
、
交
付

金
化
さ
れ
た
。
使
い
勝
手
が
よ

い
と
さ
れ
る
が
、
補
助
金
の
削

減
に
つ
な
が
る
こ
と
が
危
惧
さ

れ
る
。
削
減
し
な
い
よ
う
県
に

要
望
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　
成
年
後
見
利
用
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
立
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
施
設
整
備
、
特
定
不

妊
治
療
へ
の
新
補
助
制
度
な
ど

は
評
価
す
る
。
ま
た
、
生
活
保

護
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
増
員

が
相
談
者
へ
の
十
分
な
対
応
に

つ
な
が
る
こ
と
を
求
め
る
。

　
本
案
に
反
対
す
る
理
由
は
４

億
８
千
万
円
余
の
ツ
イ
ン
シ

テ
ィ
整
備
推
進
事
業
で
あ
る
。

土
地
区
画
整
理
事
業
は
圧
倒
的

多
数
の
住
民
の
理
解
と
賛
同
が

必
要
だ
が
、
現
状
は
不
十
分
で

あ
る
。
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
改
め
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
平
成
26
年
度
一

般
会
計
予
算
案
に
反
対
す
る
。

部
」
を
設
置
し
、
打
開
策
が
一

日
も
早
く
加
速
す
る
こ
と
を
望

む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
教
育
で
は
、
学
校
に
お
け
る

昼
食
の
環
境
整
備
も
大
切
だ

が
、
学
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
英
語
教
育
の
充
実
を
積

極
的
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
平
塚
市
の
定
住
人
口
や
交
流

人
口
を
確
保
す
る
に
は
、
商
・

工
・
農
・
水
産
・
観
光
の
各
産

業
の
活
性
化
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

連
携
が
重
要
で
あ
る
。
地
域
経

済
を
牽
引
す
る
よ
う
な
強
い
産

業
を
望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
以
上
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
進
化
し
て
い
く
平
塚

を
誰
も
が
肌
で
感
じ
ら
れ
る
よ

う
、
積
極
的
な
事
業
展
開
が
図

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
清
風
ク
ラ
ブ
と
し
て
、意
見
・

要
望
を
付
し
て
、
賛
成
の
立
場

か
ら
討
論
を
行
う
。

　
各
事
業
に
お
い
て
は
、
議
会

や
市
民
に
対
し
素
早
い
情
報
公

開
に
努
め
、
市
民
の
理
解
を
い

た
だ
き
、
と
も
に
歩
ん
で
い
く

市
政
運
営
が
何
よ
り
も
大
事
で

あ
る
。
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で

費
用
対
効
果
を
考
え
、
事
業
の

選
択
と
集
中
に
よ
り
行
財
政
運

営
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
要
望

す
る
。
特
に
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
整

備
計
画
は
、
さ
が
み
縦
貫
道
路

の
全
線
開
通
や
国
道
１
３
４
号

の
４
車
線
化
の
完
了
な
ど
、
交

通
網
の
基
盤
整
備
の
進
展
に
伴

い
大
き
く
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
重
要
な
事
業
で
あ

る
。
納
税
者
で
あ
る
市
民
に
対

す
る
説
明
責
任
を
果
た
し
、
情

報
公
開
を
し
っ
か
り
と
行
い
、

積
極
的
な
事
業
の
推
進
を
要
望

す
る
。

　
各
予
算
に
つ
い
て
は
、
市
内

事
業
者
の
受
発
注
促
進
に
結
び

つ
け
る
た
め
の
制
度
や
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
の
助
成
な
ど
、
市

内
商
工
業
の
連
携
強
化
や
、
子

育
て
支
援
と
し
て
民
間
保
育
施

設
の
整
備
を
支
援
す
る
予
算
を

増
額
し
て
子
育
て
環
境
の
整
備

を
図
る
取
り
組
み
は
評
価
す
る

が
、
各
産
業
の
さ
ら
な
る
連
携

強
化
や
情
報
発
信
力
の
向
上
、

ま
た
待
機
児
童
ゼ
ロ
へ
向
け
た

積
極
的
な
取
り
組
み
、
い
じ
め

対
策
や
体
罰
問
題
な
ど
の
施
策

の
充
実
を
求
め
る
。
農
林
水
産

業
で
は
、
農
道
用
排
水
路
の
整

備
な
ど
、
地
域
の
声
に
即
し
て

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め

る
。
厳
し
い
予
算
の
中
、
事
業

を
進
め
る
う
え
で
行
政
の
役
割

を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
か
つ

責
任
を
持
ち
、
事
業
を
実
施
す

る
よ
う
要
望
し
、
賛
成
討
論
と

す
る
。

　
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
成
果

に
つ
い
て
、
市
民
は
平
塚
を
各

産
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
都

市
に
再
生
さ
せ
る
こ
と
を
期
待

　
平
成
26
年
度
は
、
落
合
市
長

１
期
最
後
の
本
格
予
算
と
な

る
。
就
任
当
初
は
東
日
本
大
震

災
の
直
後
で
も
あ
り
、
防
災
・

減
災
に
対
す
る
思
い
と
取
り
組

み
に
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
っ
た

が
、
３
年
が
経
過
し
て
、
前
進

は
し
て
い
る
も
の
の
、
進
化
を

実
感
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
個
々
の
事
業
の
中
に
は

評
価
す
べ
き
も
の
も
あ
る
が
、

市
役
所
新
庁
舎
の
建
設
は
当
初

の
予
定
よ
り
遅
れ
、
労
務
単
価

の
見
直
し
や
資
材
の
高
騰
で
予

定
価
格
の
見
直
し
が
あ
り
不
安

が
残
る
。
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
整
備

議
案
第
２9
号

平
成
26
年
度 

平
塚
市
一
般
会
計
予
算

議 案 に 対 す る

討 論 の 要 旨
3月定例会では、平成26年度平塚市一般会計予算に対し、各会派が討論を行いました。

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

賛 

成 

討 

論

清
風
ク
ラ
ブ

賛 

成 

討 

論

平
塚
ク
ラ
ブ

賛 

成 

討 

論

公
明
ひ
ら
つ
か

賛 

成 

討 

論

日
本
共
産
党

平
塚
市
議
会
議
員
団

反 

対 

討 

論

連
携
を
と
り
、
市
民
が
納
得
す

る
行
政
運
営
を
望
み
た
い
。

　
本
市
の
財
政
状
況
は
悪
化
傾

向
に
あ
る
。
自
立
し
た
行
財
政

運
営
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
現

状
に
歯
止
め
を
か
け
る
知
恵
と

創
意
工
夫
を
結
集
す
る
必
要
が

あ
る
。
新
庁
舎
の
完
成
と
と
も

に
、職
員
全
員
が
『
顧
客
満
足
』

を
意
識
し
、
笑
顔
で
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
職
場
風
土

が
実
感
で
き
る
こ
と
を
要
望
し

て
賛
成
討
論
と
す
る
。

し
て
お
り
、
平
塚
駅
周
辺
の
中

心
市
街
地
と
新
た
な
大
型
商
業

施
設
と
の
連
携
を
含
め
、
積
極

的
な
取
り
組
み
を
要
望
す
る
。

　
子
育
て
支
援
に
関
し
て
は
、

民
間
保
育
所
の
施
設
整
備
は
評

価
す
る
が
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を

目
指
し
一
層
の
努
力
を
求
め
る
。

　
ま
た
不
妊
治
療
へ
の
助
成
が

初
め
て
予
算
化
さ
れ
た
が
、
わ

が
会
派
は
こ
の
課
題
の
さ
ら
な

る
支
援
を
進
め
、
安
心
し
て
子

供
を
産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
む
こ
と
を
表
明
す
る
。

　
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
整
備
推
進
事

業
で
は
、
先
端
技
術
産
業
の
誘

致
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も

に
、
環
境
と
共
生
す
る
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
を
強
く
求
め
る
。

加
え
て
開
発
に
関
し
て
は
、
地

権
者
と
の
信
頼
関
係
を
損
な
う

こ
と
の
な
い
よ
う
丁
寧
な
説

明
・
協
議
を
行
い
、
透
明
性
の

高
い
情
報
提
供
を
さ
れ
た
い
。

　
こ
の
予
算
の
執
行
が
『
心
』

の
こ
も
っ
た
事
業
展
開
に
な
る

よ
う
、
意
見
と
要
望
を
交
え
、

賛
成
討
論
と
す
る
。


